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Ⅰ．留学レポート 

① 協定留学を目指した理由 

高校生のころに 1 か月語学留学をしたことがあってそれが自分にとってとてもいい経

験だったので大学に入る前から、大学時代にも留学したいと考えていました。私は 2回

生の秋学期から留学したいと考えていたので 1回生の春学期から留学説明会や TOEFL

の勉強を始めていました。 

② 留学を目指してから出願までの英語学習方法 

私は出願するまでに 2回 TOEFLを受けました。勉強方法としては学校の授業、図書館

で借りてきた問題集をする、スーパー英語で TOEFLに似た問題を解くなどしていまし

た。リスニングはインターネット教材などを使い毎日少しの時間でしたが勉強するよう

に心がけていました。後は、洋画や海外ドラマを見るのが好きなのでそれを見てわから

ない単語をリストアップして意味を調べたりしていました。 

③ 留学決定から出発までの準備期間 

ビザ申請の手続きや学校から指定された予防接種を受けに行くのに大阪に行ったりし

て忙しかったです。特に私は予防接種をしてくれる病院を探すのに時間がかかってしま

ったので、留学先から情報をもらったら余裕をもって行動することをお勧めします。ビ

ザは必要書類を前もってそろえればスムーズに手続きできます。語学の勉強に関しては

海外ドラマを見たりする以外特に何もしていませんでしたが、日本の文化に関する本な

ど少し読みました。日本の文化または政治について授業で聞かれることもあったのであ

る程度日本について知っていたほうがいいと思います。 

④ 現地到着後 

空港に到着した後、現地の大学からお迎えが来ていたのでそれで大学まで行きました。

一人で大学についてからほかの留学生に会わなかったので不安になったのを覚えてい

ます。大学到着後は学生証を作り、担当の人に寮まで案内してもらいその後のオリエン

テーションの予定など聞きました。留学生向けのオリエンテーションは翌日でした。オ

リエンテーションはまず大学院や ESL の生徒を含めたすべての留学生と全体の説明を

受け、その後プログラムごとに分かれてクラスの履修、保険やミールプランについてな

ど説明を受けました。その次の日にアドバイザーと相談して秋学期に受ける授業を決め

ました。 

⑤ 語学研修期間 

チャタムにはブリッジプログラムという語学研修の授業を正規の単位として認めても

らえるプログラムがあったので私は秋学期は語学中心の授業をとることにしました。

ESLの授業はチャタムのキャンパスで行われていました。クラスはレベル別に分かれて

いますがクラスによって生徒の語学レベルに幅があったりしたので先生はそれぞれ生
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徒のレベルを見て授業を進めていました。クラスメートはサウジアラビア人、中国人、

韓国人が多かったです。それぞれの国の文化を紹介したりする機会もあり面白かったで

す。授業の内容は科目ごとに違いますが充分ついていけるレベルだと思います。課題、

試験もありましたが真面目にやっていれば大丈夫です。 

Academic Reading 

リーディングの授業で自分が読んだ記事に関してのプレゼンテーションもしました 

Academic Writing 

文法なども勉強しましたが主にエッセイの書き方を学びました。アメリカの大学でのエ

ッセイの書き方を勉強したので正規授業を受ける中でとても役に立ちました。 

Classroom Interaction  

プレゼンテーションやディスカッションを練習する授業でした。 

US Culture 

アメリカ文化全般について広く浅く勉強しました。 

これらが秋学期にとっていた ESL の授業で春学期はこれらの授業のレベルが少し高く

なります。私はその中から 3つとっていました。 

⑥ 正規科目履修期間 

春学期も ESL の授業をとっていましたが正規授業もアドバイザーと相談して自分の英

語力、希望の授業など考えながら決めました。 

履修していた正規科目 

HIS 100 Introduction to World History 

世界史の初級クラスで授業は 50分で週に 3回ありました。毎回予習で 30ページほど教

科書を読まなくてはいけなかったので大変でした。そのほかには小テストが 3 回ほど、

ペーパーの提出が 3回ありました。いずれも高いレベルが要求されていたので先生に相

談したり友達に文法を見てもらったりしました。 

LNG132 Introduction to FrenchⅡ 

1 回生、2 回生とフランス語の授業を同女でとっていてチャタムでもとりました。授業

の進み方が速くテストもたくさんあったので大変でしたが、英語以外を勉強する時間が

自分にとっては息抜きになりました。 

MUS171 Choir 

合唱のクラスで週に 2回練習がありました。コンサートをするための募金を集めに仲間

と町に出掛けたり、学校の行事に参加できたりして、とても楽しかったです。クラスの

仲間と仲良くなれるので留学生にもおすすめの授業です。 

PED108 Yoga and Relaxation 

初めてのヨガでしたが先生が一から教えてくれるので初心者でも大丈夫です。勉強から

離れてリラックスできました。 

MUS240 Music and Film （メイメスター） 
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基本的な音楽の知識、映画の知識に始まり、映画の中の音楽、映画と音楽の関係につい

て考える授業でした。授業はディスカッション形式で教室外での活動（コンサートに行

ったり、映画祭に行ったり）がありました。メイメスターの授業だったので 3週間ほど

でしたが内容が濃く面白かったです。 

⑦ クラブ、課外活動、ボランティア活動 

特にクラブ活動などしていませんでした。 

⑧ 現地での住まい（語学研修期間、正規科目履修期間）について 

留学期間中は同じ寮に住んでいました。学校の中にある寮なので通学は遠くても歩いて

5分ほどです。二人部屋で初めはアメリカ人だったのですが本人の都合で寮を出ること

になりその後中国人のルームメイトが来ました。食事は 3食学校の食堂でとれますが 

飽きると思うので、何か日本食を持っていくことをお勧めします。 

⑨ 長期休暇の過ごし方 

長期休暇は留学生と一緒に旅行に行ったり、ホームステイをしました。普段の授業が大

変なので旅行に行くのはとてもいい息抜きでした。アメリカのいろんな場所に行き、そ

れぞれ違う雰囲気があって楽しかったです。ホームステイは冬休みの 2 週間しました。

普段学校では会うことのない人たちといろいろ話していい経験になりました。 

⑩ 留学期間中の就職活動の取り組み 

留学期間中は特に何もしていませんでした。 

 

Ⅱ. 留学の感想 

① 留学中で楽しかったこと、最も思い出に残っていること 

留学中に出会った友達との旅行や普段の会話が印象に残っています。故郷を離れて一緒

に勉強している留学仲間とはお互いの文化の違いやアメリカの文化の違いについて話

したりしていろんな発見がありました。またアメリカ人の友達には授業の面でいろいろ

助けてもらったり、日本語を教えたりして楽しかったです。日本にいては出会うことの

できなかった人たちとの出会いが私にとって留学で得た大切なものの一つだと思いま

す。 

② 留学中でつらかったこと、最も苦労したこと 

アメリカ人のルームメイトが引っ越した後、一人部屋の期間が 1か月ほどあったのです

がその期間は部屋にいても英語を話すことができないため英語上達のため留学に来た

のに英語を話す機会をもっと作らねばと焦っていました。その頃は現地の生活にも慣れ

て頭で考えるばかりであまり行動に移していなかったのだと思います。そのうち一人で

部屋にいてはせっかく留学したのにもったいないと思い自分から外へ出ていくように

しました。その期間に自分で行動しないと何も変わらないとこ、自分の行動、選択でそ

の後が変わってくることを学んだと思っています。相談すればアメリカ人も留学生も喜

んで手を貸してくれてその出来事はその後の留学期間をよりよくしたのではないかと
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思います。 

③ 文化、習慣の違いなどで驚いたこと 

アメリカの学生たちは、ちゃんとした目的意識を持って大学に来ていると感じました。

勉強をするため、将来はこうなりたいという意識があるので真剣に授業を受けていたと

いう印象です。いろんな国から留学生が来ていたのでそれぞれの国の文化などにも驚き

ました。 

  

Ⅲ. 留学希望者へのアドバイス 

① 留学先大学の良かった点、悪かった点 

良かった点は大学の規模が小さいので何か困ったことがあればすぐに相談できる場所

があったこと。大学周辺には日本食スーパーや薬局などもそろっていて住みやすい環境

だったと思います。悪かった点は日本人留学生が多かったこと。私の年はプログラムは

違いましたが合わせて 10 人以上日本人がいたので英語のみの環境にするのは難しかっ

たです。 

② 日本から持って行って、特に役立ったもの 

ノートパソコンは持っていきました。課題や日本とのやり取りもするのでアメリカでは

生活必需品だと思います。洗濯ネットはアメリカには売ってなかったです。クレジット

カードは何かトラブルがあるかもしれないので 1 枚以上持っていくことをお勧めしま

す。 

③ 語学力の向上等、留学の成果、留学前と後で変わったこと 

海外ドラマや映画は字幕なしでも見られるようになりました。自分の言いたいこともス

ムーズに英語で言えるようになったと思います。ただ日本に帰ってきてからその力を維

持するのは大変ですね。自分から積極的に行動するのが苦手でしたが留学中はそういう

場面が多かったので積極的に行動できるようになったと思います。 

④ これから留学しようと思っている後輩へのアドバイス 

留学して日本とは違う国を見てマイナスに感じることもあるかもしれないけどそこか

ら学ぶものはあると思うのでぜひ留学したいと考えている人は挑戦してほしいです。勉

強に行くので良いことばかりではないと思うけど、終えた後はいい経験になると思いま

す。 

 

Ⅳ. 将来の目標 

① 今後の進路、将来の目標、夢 

将来は、語学力を生かして働きたいと思います。また留学で外国人が持っている日本に

対するイメージや日本の良さに気付くことができたのでそのような日本の良さをどの

ような形になるかまだ分かりませんがグローバルに伝えていきたいです。 
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Ⅴ. 写真 

 

冬休みにニューヨークに行った時の写真です。 

インド人とパキスタン人の友達と行きました。 

この写真はワールドトレードセンターの跡地で撮ったものです。 

 

 

友人の誕生日会の写真です。 


